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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ローカル発振信号を出力するローカル発振器と、
　前記ローカル発振器から出力されたローカル発振信号によって、受信信号を直交検波し
て、Ｉ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号とを出力する直交検波器と、
　前記直交検波器から出力されたＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号のそ
れぞれの直流成分を低減するハイパスフィルタと、
　前記ハイパスフィルタから出力されたＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信
号を復調する復調器と、
　直流成分を低減したＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号の分布の偏りを
検出する分布検出器とを備え、
　前記分布検出器は、分布に偏りがあることを検出した場合に、前記ハイパスフィルタの
状態を変化させることを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　前記直交検波器から出力されたＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号のそ
れぞれの直流成分を測定する測定用フィルタをさらに備え、
　前記分布検出器は、分布に偏りがあることを検出した場合に、前記ハイパスフィルタ内
の信号の値を、前記測定用フィルタにおいて測定した直流成分の値に書きかえることを特
徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
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　前記測定用フィルタでの処理遅延に応じた期間にわたって、前記直交検波器から出力さ
れたＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号のそれぞれを遅延させ、遅延した
Ｉ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号のそれぞれを前記ハイパスフィルタに
出力する遅延器と、
　前記直交検波器から出力されたＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号であ
って、かつ前記遅延器による遅延を回避したＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバン
ド信号のそれぞれの直流成分を低減し、直流成分を低減したＩ相のベースバンド信号とＱ
相のベースバンド信号のそれぞれを前記分布検出器に出力する検出用ハイパスフィルタと
をさらに備え、
　前記分布検出器は、分布に偏りがあることを検出した場合に、前記検出用ハイパスフィ
ルタ内の信号の値を、前記測定用フィルタにおいて測定した直流成分の値に書きかえるこ
とを特徴とする請求項２に記載の受信装置。
【請求項４】
　前記分布検出器が分布に偏りがあることを検出した場合に、前記復調器から出力される
信号に対してミュートを実行するミュート部をさらに備えることを特徴とする請求項１か
ら３のいずれかに記載の受信装置。
【請求項５】
　ローカル発振器から出力されたローカル発振信号によって、受信信号を直交検波して、
Ｉ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号とを出力するステップと、
　Ｉ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号のそれぞれの直流成分をハイパスフ
ィルタによって低減するステップと、
　直流成分を低減したＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号を復調するステ
ップと、
　直流成分を低減したＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号の分布の偏りを
検出するステップと、
　分布に偏りがあることを検出した場合に、前記ハイパスフィルタの状態を変化させるス
テップと、
　を備えることを特徴とする受信方法。
【請求項６】
　ローカル発振器から出力されたローカル発振信号によって、受信信号を直交検波して、
Ｉ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号とを出力するステップと、
　Ｉ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号のそれぞれの直流成分をハイパスフ
ィルタによって低減するステップと、
　直流成分を低減したＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号を復調するステ
ップと、
　直流成分を低減したＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号の分布の偏りを
検出するステップと、
　分布に偏りがあることを検出した場合に、前記ハイパスフィルタの状態を変化させるス
テップとをコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、受信技術に関し、特に信号を受信する受信装置、受信方法、プログラムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　ダイレクト・コンバージョン方式のＦＭ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ
）受信機は、直交検波によってＲＦ信号をベースバンド信号に変更してから、ベースバン
ド信号をアンプにて増幅する。アンプによって不要な直流成分が出力されるので、ＦＭ受
信機は、カップリングコンデンサにて、ベースバンド信号に含まれた直流成分を低減する
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。さらに、ＦＭ受信機は、直流成分が低減されたベースバンド信号をＦＭ検波する（例え
ば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平３－１６３４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ダイレクト・コンバージョン方式では、例えば、強い妨害波が歪むことでベースバンド
信号に不要な直流成分が発生し、それが希望波のベースバンド信号と重畳されて復調信号
が劣化する。妨害波が出現した場合や停波した場合、不要な直流成分が急激に変動する。
カップリングコンデンサでＤＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）オフセットを低減する
場合、不要な直流成分が急激に変動すると、直流成分の変動はカップリングコンデンサか
ら出力されるので、安定するまでの時間が長くなる。
【０００５】
　本発明はこうした状況に鑑みてなされたものであり、その目的は、不要な直流成分が急
激に変動する場合でも出力が安定するまでの時間を短縮する技術を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様の受信装置は、ローカル発振信号を出力
するローカル発振器と、ローカル発振器から出力されたローカル発振信号によって、受信
信号を直交検波して、Ｉ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号とを出力する直
交検波器と、直交検波器から出力されたＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信
号のそれぞれの直流成分を低減するハイパスフィルタと、ハイパスフィルタから出力され
たＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号を復調する復調器と、直流成分を低
減したＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号の分布の偏りを検出する分布検
出器とを備える。分布検出器は、分布に偏りがあることを検出した場合に、ハイパスフィ
ルタの状態を変化させる。
【０００７】
　本発明の別の態様は、受信方法である。この方法は、ローカル発振器から出力されたロ
ーカル発振信号によって、受信信号を直交検波して、Ｉ相のベースバンド信号とＱ相のベ
ースバンド信号とを出力するステップと、Ｉ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド
信号のそれぞれの直流成分をハイパスフィルタによって低減するステップと、直流成分を
低減したＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号を復調するステップと、直流
成分を低減したＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号の分布の偏りを検出す
るステップと、分布に偏りがあることを検出した場合に、ハイパスフィルタの状態を変化
させるステップと、を備える。
【０００８】
　なお、以上の構成要素の任意の組合せ、本発明の表現を方法、装置、システム、記録媒
体、コンピュータプログラムなどの間で変換したものもまた、本発明の態様として有効で
ある。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、不要な直流成分が急激に変動する場合でも出力が安定するまでの時間
を短縮できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例１に係る受信装置の構成を示す図である。
【図２】図１の分布検出部の構成を示す図である。
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【図３】図２の象限判定部において規定される複数の象限を示す図である。
【図４】図１の分布検出部の別の構成を示す図である。
【図５】図１の第１ＨＰＦの構成を示す図である。
【図６】図１の第１ＨＰＦに入力される信号の波形を示す図である。
【図７】図１の分布検出部の判定がない場合の第１ＨＰＦから出力される信号の波形を示
す図である。
【図８】図１の第１ＨＰＦから出力される信号の波形を示す図である。
【図９】実施例２に係る受信装置の構成を示す図である。
【図１０】図９の第１ＨＰＦに入力される信号の波形を示す図である。
【図１１】図９の分布検出部の判定がない場合の第１ＨＰＦから出力される信号の波形を
示す図である。
【図１２】図９の第１ＨＰＦから出力される信号の波形を示す図である。
【図１３】実施例３に係る受信装置の構成を示す図である。
【図１４】図１２の復調部から出力される信号の波形を示す図である。
【図１５】図１２の遅延器から出力される信号の波形を示す図である。
【図１６】図１２のミュート部から出力される信号の波形を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
（実施例１）
　本発明を具体的に説明する前に、まず概要を述べる。本発明の実施例１は、ダイレクト
・コンバージョン型の直交検波を実行する受信装置に関する。直交検波したベースバンド
信号に含まれる直流成分は特性悪化の要因となるので、前述のカップリングコンデンサ等
を使用して直流成分が低減されていた。しかしながら、直流成分が急激に変動する場合、
カップリングコンデンサでは追従できない。直流成分の急激な変動による特性の悪化を低
減するために、本実施例に係る受信装置は、次の処理を実行する。
【００１２】
　受信装置は、ハイパスフィルタによって、直交検波したＩ相のベースバンド信号とＱ相
のベースバンド信号に含まれる直流成分を低減させる。また、受信装置は、Ｉ相のベース
バンド信号とＱ相のベースバンド信号の直交座標における分布を測定し、分布に偏りが発
生した場合に、直流成分が変動したことを検出する。受信装置は、直流成分の変動を検出
した場合に、ハイパスフィルタの状態を変化させる。具体的には、直流成分の変動の発生
から検出されるまでの間におけるＩ相のベースバンド信号とＱ相のベースバンド信号の直
流成分の値を導出し、その値に基づいてハイパスフィルタの内部データを書きかえる。
【００１３】
　図１は、実施例１に係る受信装置１００の構成を示す。受信装置１００は、アンテナ１
０、直交検波部１２、第１ＡＤＣ（Ａｎａｌｏｇ　ｔｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｖｅｒ
ｔｅｒ）１４、第２ＡＤＣ１６、第１測定用フィルタ１８、第２測定用フィルタ２０、第
１ＨＰＦ（Ｈｉｇｈ－Ｐａｓｓ　Ｆｉｌｔｅｒ）２２、第２ＨＰＦ２４、分布検出部２６
、復調部２８、ローカル発振器３０を含む。直交検波部１２は、第１増幅部４０、分配部
４２、移相部４４、第１ミキサ４６、第１ＬＰＦ（Ｌｏｗ－Ｐａｓｓ　Ｆｉｌｔｅｒ）４
８、第２増幅部５０、第２ミキサ５２、第２ＬＰＦ５４、第３増幅部５６を含む。
【００１４】
　アンテナ１０は、図示しない送信装置からのＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）
信号を受信する。ＲＦ信号には、例えば、ＦＭ変調がなされているが、これに限定されな
い。アンテナ１０は、受信したＲＦ信号（以下、「受信信号」ということもある）を第１
増幅部４０へ出力する。第１増幅部４０は、ＬＮＡ（Ｌｏｗ　Ｎｏｉｓｅ　Ａｍｐｌｉｆ
ｉｅｒ）であり、アンテナ１０からのＲＦ信号を増幅する。第１増幅部４０は、増幅した
ＲＦ信号を分配部４２へ出力する。分配部４２は、第１増幅部４０からのＲＦ信号を２系
統に分離する。分配部４２は、分離したＲＦ信号を第１ミキサ４６、第２ミキサ５２へ出
力する。
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【００１５】
　ローカル発振器３０は、ローカル発振信号を移相部４４、第１ミキサ４６へ出力する。
移相部４４は、ローカル発振器３０からのローカル発振信号を９０度位相シフトする。移
相部４４は、位相シフトしたローカル発振信号を第２ミキサ５２へ出力する。第１ミキサ
４６は、分配部４２からのＲＦ信号とローカル発振器３０からのローカル発振信号とを乗
算することによって、Ｉ相のベースバンド信号（以下、「Ｉ信号」という）を生成する。
第１ミキサ４６は、Ｉ信号を第１ＬＰＦ４８へ出力する。第２ミキサ５２は、分配部４２
からのＲＦ信号と移相部４４からのローカル発振信号とを乗算することによって、Ｑ相の
ベースバンド信号（以下、「Ｑ信号」という）を生成する。第２ミキサ５２は、Ｑ信号を
第２ＬＰＦ５４へ出力する。
【００１６】
　第１ＬＰＦ４８は、第１ミキサ４６からのＩ信号のうち遮断周波数以上の周波数の信号
を除去することによって帯域制限を実行する。第１ＬＰＦ４８は、低域成分のＩ信号（以
下、これもまた「Ｉ信号」という）を第２増幅部５０へ出力する。第２ＬＰＦ５４は、第
２ミキサ５２からのＱ信号のうち遮断周波数以上の周波数の信号を除去することによって
帯域制限を実行する。第２ＬＰＦ５４は、低域成分のＱ信号（以下、これもまた「Ｑ信号
」という）を第３増幅部５６へ出力する。
【００１７】
　第２増幅部５０は、第１ＬＰＦ４８からのＩ信号を増幅し、第３増幅部５６は、第２Ｌ
ＰＦ５４からのＱ信号を増幅する。第２増幅部５０から出力されるＩ信号には、不要な直
流成分が含まれ、第３増幅部５６から出力されるＱ信号にも、不要な直流成分が含まれる
。以上のように、直交検波部１２は、ＲＦ信号を直交検波している。また、直交検波部１
２は、アナログのデバイスで構成され、例えば１チップで構成される。
【００１８】
　第１ＡＤＣ１４は、第２増幅部５０からのＩ信号に対してアナログ／デジタル変換を実
行する。第１ＡＤＣ１４は、デジタル信号に変換したＩ信号（以下、これもまた「Ｉ信号
」という）を第１測定用フィルタ１８、第１ＨＰＦ２２へ出力する。第２ＡＤＣ１６は、
第３増幅部５６からのＱ信号に対してアナログ／デジタル変換を実行する。第２ＡＤＣ１
６は、デジタル信号に変換したＱ信号（以下、これもまた「Ｑ信号」という）を第２測定
用フィルタ２０、第２ＨＰＦ２４へ出力する。
【００１９】
　第１測定用フィルタ１８は、第１ＡＤＣ１４からのＩ信号に対して移動平均を実行する
。第１測定用フィルタ１８は、Ｉ信号に対する移動平均値を第１ＨＰＦ２２に出力する。
ここで、移動平均の実行は、直流成分を測定することに相当する。第２測定用フィルタ２
０は、第２ＡＤＣ１６からのＱ信号に対して移動平均を実行する。第２測定用フィルタ２
０は、Ｑ信号に対する移動平均値を第２ＨＰＦ２４に出力する。
【００２０】
　第１ＨＰＦ２２は、第１ＡＤＣ１４からのＩ信号の直流成分を低減し、直流成分を低減
したＩ信号（以下、これもまた「Ｉ信号」という）を復調部２８に出力する。第２ＨＰＦ
２４は、第２ＡＤＣ１６からのＱ信号の直流成分を低減し、直流成分を低減したＱ信号（
以下、これもまた「Ｑ信号」という）を復調部２８に出力する。なお、第１ＨＰＦ２２に
は、第１測定用フィルタ１８からの移動平均値が入力され、第２ＨＰＦ２４には、第２測
定用フィルタ２０からの移動平均値が入力されるが、通常の状態において、これらの移動
平均値は使用されない。移動平均値を使用する場合については後述する。
【００２１】
　復調部２８は、第１ＨＰＦ２２からのＩ信号と、第２ＨＰＦ２４からのＱ信号を復調す
る。復調部２８は、復調結果である復調信号を出力する。復調部２８における復調結果は
音声信号に相当する。
【００２２】
　分布検出部２６は、第１ＨＰＦ２２からのＩ信号と、第２ＨＰＦ２４からのＱ信号を入
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力する。分布検出部２６は、ＩＱ平面上のＩ信号とＱ信号の分布を観測する。分布検出部
２６は、分布に偏りがあることを検出した場合に、検出信号を第１ＨＰＦ２２と第２ＨＰ
Ｆ２４とに出力する。この検出信号は、第１ＨＰＦ２２と第２ＨＰＦ２４との状態を変化
させるための信号である。以下では、分布検出部２６の構成の具体例を２つ説明してから
、第１ＨＰＦ２２の構成の具体例を説明することによって、第１ＨＰＦ２２と第２ＨＰＦ
２４とにおける状態の変化を説明する。
【００２３】
　図２は、分布検出部２６の構成を示す。分布検出部２６は、象限判定部３００、第１移
動平均計算部３０２、第２移動平均計算部３０４、第３移動平均計算部３０６、第４移動
平均計算部３０８、偏り検出部３１０を含む。
【００２４】
　象限判定部３００は、第１ＨＰＦ２２からのＩ信号と、第２ＨＰＦ２４からのＱ信号の
象限を判定するために、図３に示すような複数の象限を規定する。図３は、象限判定部３
００において規定される複数の象限を示す。図示のごとく、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４の４
つの象限が規定される。ここで、入力したＩ信号の値を「Ｉ」と示し、入力したＱ信号の
値を「Ｑ」と示す場合、象限判定部３００は、以下の判定条件をもとに、４つの象限Ａ１
、Ａ２、Ａ３、Ａ４への分類を実行する。
　Ａ１　：　Ｉ≧０、Ｑ≧０
　Ａ２　：　Ｉ＜０、Ｑ≧０
　Ａ３　：　Ｉ＜０、Ｑ＜０
　Ａ４　：　Ｉ≧０、Ｑ＜０
　象限判定部３００は、４つの象限のそれぞれに対応した出力端子を有し、Ｉ信号とＱ信
号との組合せが含まれる象限に対応した出力端子から「１」を出力し、それ以外の出力端
子から「０」を出力する。
【００２５】
　第１移動平均計算部３０２は、象限判定部３００の象限「Ａ１」に対応した出力端子に
接続され、第２移動平均計算部３０４は、象限判定部３００の象限「Ａ２」に対応した出
力端子に接続される。また、第３移動平均計算部３０６は、象限判定部３００の象限「Ａ
３」に対応した出力端子に接続され、第４移動平均計算部３０８は、象限判定部３００の
象限「Ａ４」に対応した出力端子に接続される。第１移動平均計算部３０２からから第４
移動平均計算部３０８は、象限判定部３００から入力された値を一定のサンプル数で移動
平均する。第１移動平均計算部３０２から第４移動平均計算部３０８は、移動平均値を偏
り検出部３１０に出力する。
【００２６】
　偏り検出部３１０は、第１移動平均計算部３０２から第４移動平均計算部３０８のそれ
ぞれからの移動平均値を入力する。一定のサンプル数の中で、すべての象限にＩ信号とＱ
信号が出現した場合、すべての移動平均値は「０」以外の値になるが、いずれかの象限に
Ｉ信号とＱ信号が出現しなかった場合、当該象限に対応した移動平均値は「０」になる。
偏り検出部３１０は、４つの移動平均値のいずれかが「０」になった場合、分布の偏りの
検出を示す検出信号を第１ＨＰＦ２２と第２ＨＰＦ２４に出力する。
【００２７】
　図４は、分布検出部２６の別の構成を示す。分布検出部２６は、象限判定部５００、電
力計算部５０２、選択部５０４、第１平均化部５０６、第２平均化部５０８、第３平均化
部５１０、第４平均化部５１２、電力比較部５１４を含む。象限判定部５００は、象限判
定部３００と同様の処理を実行する。象限判定部５００は、判定した象限を選択部５０４
に出力する。
【００２８】
　電力計算部５０２は、第１ＨＰＦ２２からのＩ信号と、第２ＨＰＦ２４からのＱ信号と
を入力する。電力計算部５０２は、Ｉ信号の二乗値を計算するとともに、Ｑ信号の二乗値
を計算し、それらを加算することによって電力値を計算する。電力計算部５０２は、電力
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値を選択部５０４に出力する。選択部５０４は、電力計算部５０２から電力値を入力する
とともに、象限判定部５００から象限の判定結果を入力する。選択部５０４は、４つの象
限のそれぞれに対応した出力端子を有し、象限の判定結果に対応した出力端子から電力値
を出力する。それ以外の出力端子では、電力値が出力されない。
【００２９】
　第１平均化部５０６、第２平均化部５０８、第３平均化部５１０、第４平均化部５１２
は、入力した電力値の平均値（以下、「平均電力値」という）を計算する。つまり、象限
ごとの平均電力値が導出される。電力比較部５１４は、第１平均化部５０６から第４平均
化部５１２からの電力値の平均値を入力する。電力比較部５１４は、各象限の平均電力値
を比較することによって、分布の偏りを検出する。例えば、電力比較部５１４は、平均電
力値の最大値と最小値の比が１０倍以上であれば、分布の偏りの検出を示す検出信号を第
１ＨＰＦ２２と第２ＨＰＦ２４に出力する。なお、「１０」倍に限定されない。
【００３０】
　図５は、第１ＨＰＦ２２の構成を示す。第１ＨＰＦ２２は、加算部６００、遅延部６０
２、加算部６０４、増幅部６０６、増幅部６０８、遅延部６１０、選択部６１２、増幅部
６１４を含む。
【００３１】
　遅延部６０２は、第１ＡＤＣ１４からのＩ信号を１サンプル遅延する。１サンプル遅延
されたＩ信号は、加算部６０４、増幅部６０８、遅延部６１０で構成される１次のＬＰＦ
に入力され、１次のＬＰＦは、平均化されたＩ信号を出力する。ここで、増幅部６０８の
係数をαとすると、加算部６０４、増幅部６０８、遅延部６１０で構成される１次ＬＰＦ
のゲインは１／（１－α）となるので、増幅部６０６は、平均化されたＩ信号に対して、
（１－α）のゲイン補正を実行する。加算部６００は、第１ＡＤＣ１４からのＩ信号から
、ゲイン補正されたＩ信号を減算する。加算部６００は、直流成分を低減したＩ信号とし
て、加算結果を出力する。ここで、αは１以下の値で、１に近づくほどＨＰＦの特性は急
峻になる。
【００３２】
　このような構成において、増幅部６１４は、移動平均値のゲイン補正を実行する。選択
部６１２は、分布検出部２６からの検出信号を受けつけた場合、ゲイン補正した移動平均
値によって、遅延部６１０の内部の値を書きかえる。前述のように、加算部６０４、増幅
部６０８、遅延部６１０で構成される１次ＬＰＦのゲインは１／（１－α）であり、遅延
部６１０の内部の値も平均値の１／（１－α）倍になる。よって、入力される移動平均値
のゲインが１の場合、遅延部６１０の内部の値のゲインと同じになるように、増幅部６１
４において１／（１－α）倍の処理が実行される。なお、第２ＨＰＦ２４は、図５と同様
に構成されており、Ｉ信号の代わりにＱ信号に対する処理を実行する。
【００３３】
　このように、分布検出部２６において分布に偏りがあることが検出された場合に、第１
ＨＰＦ２２と第２ＨＰＦ２４内の信号の値が、第１測定用フィルタ１８と第２測定用フィ
ルタ２０において測定した直流成分の値に書きかえられる。その結果、第１ＨＰＦ２２と
第２ＨＰＦ２４から出力されるＩ信号とＱ信号の分布の偏りが低減されるので、復調部２
８で復調された信号の歪も低減される。
【００３４】
　図６は、第１ＨＰＦ２２に入力される信号の波形を示す。ここでは、一例として「Ｔ１
」において、直流成分の変動により、Ｉ信号のレベルが増加する。なお、「Ｔ１」までの
Ｉ信号のレベルは一定であり、「Ｔ１」からのＩ信号のレベルも一定である。
【００３５】
　図７は、分布検出部２６の判定がない場合の第１ＨＰＦ２２から出力される信号の波形
を示す。第１ＨＰＦ２２が単にＨＰＦとして動作すると、「Ｔ１」からの直流成分の変動
がそのまま出力され、第１ＨＰＦ２２の時定数に応じて直流成分が「０」になるように収
束する。なお、説明を明瞭にするために、第１ＨＰＦ２２での処理遅延は「０」としてい
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る。
【００３６】
　図８は、第１ＨＰＦ２２から出力される信号の波形を示す。図７のようにＩ信号が正の
値にのみ分布すると、分布検出部２６が信号の偏りがあると一定の時間後に判定する。判
定後、第１測定用フィルタ１８で平均化したＩ信号の値で、第１ＨＰＦ２２の内部データ
が書きかえられるので、図８のような信号が出力される。ここで、分布検出部２６におい
て判定がなされるまでの処理遅延は「Ｔ２－Ｔ１」と示されるので、「Ｔ２」からのＩ信
号のレベルは、「Ｔ１」までのＩ信号のレベルと同一になる。なお、第２ＨＰＦ２４にお
ける信号の波形も、図６から図８と同様である。
【００３７】
　この構成は、ハードウエア的には、任意のコンピュータのＣＰＵ、メモリ、その他のＬ
ＳＩで実現でき、ソフトウエア的にはメモリにロードされたプログラムなどによって実現
されるが、ここではそれらの連携によって実現される機能ブロックを描いている。したが
って、これらの機能ブロックがハードウエアのみ、ソフトウエアのみ、またはそれらの組
合せによっていろいろな形で実現できることは、当業者には理解されるところである。
【００３８】
　本実施例によれば、ベースバンド信号の分布に偏りがあることを検出した場合に、ハイ
パスフィルタの状態を変化させるので、直流成分が変動した場合であっても、直流成分の
変動の影響を低減できる。また、直流成分の変動の影響が低減されるので、不要な直流成
分が急激に変動する場合でも出力が安定するまでの時間を短縮できる。また、ベースバン
ド信号の分布に偏りがあることを検出した場合に、ハイパスフィルタ内の信号の値を直流
成分の値に書きかえるので、変動後の直流成分をカットするように変えることができる。
また、ハイパスフィルタ内の信号の値を、変動後の直流成分をカットするように変えるの
で、直流成分の変動によるハイパスフィルタの出力波形の変動を少なくできる。また、直
流成分の変動によるハイパスフィルタの出力波形の変動が少なくなるので、復調信号の波
形の歪を少なくできる。
【００３９】
（実施例２）
　次に、実施例２を説明する。本発明の実施例２は、実施例１と同様に、ダイレクト・コ
ンバージョン型の受信装置に関する。実施例２では、第１ＨＰＦおよび第２ＨＰＦから出
力される信号において、直流成分の変動の影響を受けている期間をさらに短縮することを
目的とする。ここでは、これまでとの差異を中心に説明する。
【００４０】
　図９は、実施例２に係る受信装置１００の構成を示す。受信装置１００では、図１の構
成に第１遅延器３２、第２遅延器３４、第１検出用ＨＰＦ３６、第２検出用ＨＰＦ３８が
含まれる。第１遅延器３２は、第１ＡＤＣ１４と第１ＨＰＦ２２との間に配置され、第２
遅延器３４は、第２ＡＤＣ１６と第２ＨＰＦ２４との間に配置される。また、分布検出部
２６には、第１ＨＰＦ２２が接続されずに第１検出用ＨＰＦ３６が接続されるとともに、
第２ＨＰＦ２４が接続されずに第２検出用ＨＰＦ３８が接続される。ここで、第１検出用
ＨＰＦ３６、第２検出用ＨＰＦ３８は、第１ＨＰＦ２２、第２ＨＰＦ２４と同一の構成を
有する。
【００４１】
　第１遅延器３２は、第１測定用フィルタ１８での処理遅延に応じた期間にわたって、第
１ＡＤＣ１４から出力されたＩ信号を遅延させ、遅延したＩ信号（以下、これもまた「Ｉ
信号」という）を第１ＨＰＦ２２に出力する。第２遅延器３４は、第２測定用フィルタ２
０での処理遅延に応じた期間にわたって、第２ＡＤＣ１６から出力されたＱ信号を遅延さ
せ、遅延したＱ信号（以下、これもまた「Ｑ信号」という）を第２ＨＰＦ２４に出力する
。第１ＨＰＦ２２は、第１遅延器３２からのＩ信号に対してこれまでと同様の処理を実行
し、第２ＨＰＦ２４は、第２遅延器３４からのＱ信号に対してこれまでと同様の処理を実
行する。
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【００４２】
　第１検出用ＨＰＦ３６は、第１ＡＤＣ１４からのＩ信号の直流成分を低減し、直流成分
を低減したＩ信号（以下、これもまた「Ｉ信号」という）を分布検出部２６に出力する。
第１ＡＤＣ１４からのＩ信号は、第１遅延器３２による遅延を回避したＩ信号であるとい
える。第２検出用ＨＰＦ３８は、第２ＡＤＣ１６からのＱ信号の直流成分を低減し、直流
成分を低減したＱ信号（以下、これもまた「Ｑ信号」という）を分布検出部２６に出力す
る。第２ＡＤＣ１６からのＱ信号は、第２遅延器３４による遅延を回避したＱ信号である
といえる。
【００４３】
　分布検出部２６は、第１検出用ＨＰＦ３６からのＩ信号と、第２検出用ＨＰＦ３８から
のＱ信号に対してこれまでと同様の処理を実行する。なお、分布検出部２６は、分布に偏
りがあることを検出した場合に、第１検出用ＨＰＦ３６内の信号の値を、第１測定用フィ
ルタ１８において測定した直流成分の値に書きかえる。また、分布検出部２６は、分布に
偏りがあることを検出した場合に、第２検出用ＨＰＦ３８内の信号の値を、第２測定用フ
ィルタ２０において測定した直流成分の値に書きかえる。
【００４４】
　図１０は、第１ＨＰＦ２２に入力される信号の波形を示す。第１ＨＰＦ２２には第１遅
延器３２によって遅延されたＩ信号が入力される。ここで、第１遅延器３２における遅延
時間は、「Ｔ３－Ｔ１」と示される。
【００４５】
　図１１は、分布検出部２６の判定がない場合の第１ＨＰＦ２２から出力される信号の波
形を示す。第１ＨＰＦ２２が単にＨＰＦとして動作すると、「Ｔ３」からの直流成分の変
動がそのまま出力され、第１ＨＰＦ２２の時定数に応じて直流成分が「０」になるように
収束する。
【００４６】
　図１２は、第１ＨＰＦ２２から出力される信号の波形を示す。「Ｔ２」において、第１
ＨＰＦ２２内の信号の値が、第１測定用フィルタ１８において測定した直流成分の値に書
きかえられるので、直流成分の変動の影響を受ける期間がさらに短縮される。
【００４７】
　本実施例によれば、測定用フィルタでの処理遅延に応じた期間にわたって、ベースバン
ド信号を遅延させてからハイパスフィルタに出力するので、ベースバンド信号をハイパス
フィルタに入力させるタイミングを遅らせることができる。また、ベースバンド信号をハ
イパスフィルタに入力させるタイミングが遅れるので、直流成分の変動の影響を受けてい
る期間をさらに短縮できる。
【００４８】
（実施例３）
　次に、実施例３を説明する。本発明の実施例３は、これまでと同様に、ダイレクト・コ
ンバージョン型の受信装置に関する。実施例３でも、直流成分の変動の影響を受けている
期間をさらに短縮することを目的とする。ここでは、これまでとの差異を中心に説明する
。
【００４９】
　図１３は、実施例３に係る受信装置１００の構成を示す。受信装置１００では、図１の
構成に遅延器６０、ミュート部６２が含まれる。遅延器６０は、復調部２８に接続され、
復調部２８からの復調信号を入力する。遅延器６０は、復調信号を遅延させ、遅延した復
調信号（以下、これもまた「復調信号」という）をミュート部６２に出力する。ミュート
部６２は、遅延器６０からの復調信号を入力する。ミュート部６２は、分布検出部２６が
分布に偏りがあることを検出した場合に、復調信号に対してミュートを実行する。つまり
、ミュート部６２は、復調信号を一定の時間にわたって「０」にする。
【００５０】
　図１４は、復調部２８から出力される信号の波形を示す。ここで、第１ＨＰＦ２２から
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出力される信号の波形は図８と同一であるとする。例えば、ＦＭ変調された信号を復調す
る場合、復調部２８において、Ｉ信号およびＱ信号の振幅変化が大きければ、位相変化も
大きくなる可能性がある。そのため、復調信号では、「Ｔ１」および「Ｔ２」においてパ
ルス状の波形が出現する。
【００５１】
　図１５は、遅延器６０から出力される信号の波形を示す。遅延器６０における遅延によ
って、「Ｔ１」に出現したパルス状の波形が「Ｔ１’」に移動し、「Ｔ２」に出現したパ
ルス状の波形が「Ｔ２’」に移動する。
【００５２】
　図１６は、ミュート部６２から出力される信号の波形を示す。ミュート部６２において
は、「Ｔ１’」および「Ｔ２’」において出現したパルス状の波形が「０」にされる。
【００５３】
　本実施例によれば、分布検出部において分布に偏りがあると検出されるまでは歪のある
復調信号が出力されるが、それを遅延させてからミュートさせるので、歪のある復調信号
の出力を防止できる。また、歪のある復調信号の出力が防止されるので、直流成分の変動
の影響を受けている期間をさらに短縮できる。
【００５４】
　以上、本発明を実施例をもとに説明した。この実施例は例示であり、それらの各構成要
素や各処理プロセスの組合せにいろいろな変形例が可能なこと、またそうした変形例も本
発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【００５５】
　実施例１から３の任意の組合せも有効である。本変形例によれば、組合せによる効果を
得ることができる。
【符号の説明】
【００５６】
　１０　アンテナ、　１２　直交検波部、　１４　第１ＡＤＣ、　１６　第２ＡＤＣ、　
１８　第１測定用フィルタ、　２０　第２測定用フィルタ、　２２　第１ＨＰＦ、　２４
　第２ＨＰＦ、　２６　分布検出部、　２８　復調部、　３０　ローカル発振器、　４０
　第１増幅部、　４２　分配部、　４４　移相部、　４６　第１ミキサ、　４８　第１Ｌ
ＰＦ、　５０　第２増幅部、　５２　第２ミキサ、　５４　第２ＬＰＦ、　５６　第３増
幅部、　１００　受信装置。
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【図１１】
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【図１５】

【図１６】
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